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蒻
ー

生
し
や
す
い
草
刈
作
業
に
つ
い
て
、

草
刈
機
製
造
メ
ー
カ
ー
の
職
員
か
ら

草
刈
機
の
正
し
い
使
用
方
法
に
つ
い

て
、
現
場
に
お
い
て
実
演
し
な
が
ら

講
習
を
受
け
ま
し
た
。

作
業
中
で
の
物
損
事
故
が
、
多
く

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
が
加
入
し
て
い

る
シ
ル
バ
ー
保
険
に
１
万
円
の
免
責

制
度

（保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ

と
）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
昨
年
度
か
ら
導
入
し
た
１
事
故

５
千
円
の
会
員
負
担
を
、
本
年
度
か

ら
１
事
故
１
万
円
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
作
業
前
に
十
分
な
下
見
と
打
合

せ
を
行
い
、
作
業
従
事
者
が
事
故
の

原
因
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

事
故
は
大
幅
に
減
少
で
き
ま
す
。
ど

う
か
事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
作

業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

シルバーだより平成29年 9月

平
成
２９
年
度
第
１
回
安
全
委
員
会

が
６
月
２。
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
２８

年
度
の
事
故
発
生
状
況
を
検
証
す
る

と
と
も
に
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

７
月
３
日
に
３
班
に
分
か
れ
て
、

３
箇
所
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
梅
雨
の
合
間
の
日
差
し

が
き
つ
く
暑
い
日
で
し
た
が
、
ど
の

現
場
も
汗
び

っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
懸

命
に
作
業
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
、
会
議

室
に
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

草
刈
作
業
従
事
者
は
、
安
全
保
護
具

（
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー

ド
）
を
し
っ
か
り
着
用
さ
れ
、
安
全

就
業
基
準
に
則
し
て
安
全
に
作
業
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、　
一
部
に

作
業
前
の
機
械
点
検
の
不
徹
底
、
エ

ン
ジ
ン
の
か
か
っ
た
ま
ま
で
の
刈
刃

の
草
の
除
去
、
作
業
間
隔
が
狭
い
、

道
路
脇
で
の
飛
び
石
対
策
の
不
徹
底

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
２９
日
に
は
事
故
の
発

①
作
業
は
安
全
第

一
、
急
い
だ
り
あ

わ
て
た
り
し
な
い

②
器
具
類
は
、
使
用
前
に
必
ず
点
検

③
服
装

・
履
物
は
、
作
業
に
合

っ
た

動
き
や
す
い
も
の

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操

⑤
加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
充

分
認
識

⑥
作
業
現
場
で
は
、
常
に
整
理
整
頓

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図

・
連
絡
を

正
確
に

③
帰
宅
す
る
ま
で
、
交
通
事
故
に
気

を
付
け
る

⑨
健
康
に
は
、
常
に
注
意

⑩
充
分
な
睡
眠
を
と
る
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:兵 シ協 安全就業スローガン

鷲『ちよっと待て 安全確認 今一度』

兵シ協 安全就業スローガン

『点検は あなたを守る 命綱』
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I』讐識が宝物』


